
23年度の経営成績を表す収益的収支は、企業会計全体で115億
円の黒字になりましたが、会計別にみると6会計のうち中央卸売
市場と路面電車の2会計が赤字となりました。 

2 4 年 度 の 予 算 の 執 行 状 況  

本年度4月から9月までの 
主なお金の動きだよ 

〈市債残高〉 
区　分 市債残高 

一般会計 9,658億円 

特別会計 41億円 

企業会計 8,010億円 

合計 1兆7,708億円 

〈企業会計〉 
区　分 収入予算額 

市立札幌病院 221億円 

中央卸売市場 20億円 

路面電車 13億円 

地下鉄 461億円 

水道 426億円 

下水道 412億円 

支出予算額 

220億円 

23億円 

15億円 

414億円 

384億円 

414億円 

収入執行率 

47.5％ 

46.8％ 

44.4％ 

49.2％ 

50.4％ 

48.6％ 

支出執行率 

48.6％ 

25.5％ 

30.8％ 

26.9％ 

38.6％ 

22.0％ 

〈一般会計〉 
歳入歳出予算額 

8,708億円 

歳入執行率 

40.3％ 

歳出執行率 

38.9％ 

収益的収支の状況 

〈特別会計〉 
区　分 歳入歳出予算額 歳入執行率 歳出執行率 

国民健康保険 2,041億円 33.3％ 41.3％ 

介護保険 1,092億円 39.7％ 41.5％ 

その他 277億円 33.2％ 29.8％ 

資金 ： 年度末に残っている現金などのこと 

主な実施内容：精神科病棟の増築や 
全身用コンピュータ断層撮影装置の更新 市立札幌病院 

主な実施内容：老朽化した軌道の改良工事、車両の
改修 路面電車 

主な実施内容：環境に優しい市場を目指し、 
資源リサイクル施設の増築工事の設計 中央卸売市場 

主な実施内容：西部スラッジセンターの設備増設、 
老朽化した施設の改築 下水道 主な実施内容：施設の耐震化、浄水場などの保安強化 水　道 

主な実施内容：南北線の5000系車両の更新や 
ワンマン化のための改良 地下鉄 

特定の事業を行ったり、財源が不足
したりするときに使う市の貯金 
● 現在高2,798億円 
財政調整基金136億円など21基金 

■ 公有財産土地／5,391万平方 　建物／延べ面積564万平方
　　　　　  有価証券／16億円　出資による権利／159億円など 
■ 物品（価格が100万円以上のもの）3,781点（台） 
■ 債権（市から民間への貸付金など）46億円 

※平成24年9月末現在 

〈基金〉 
2,791億円 

〈一時借入金〉 
各会計とも無し 

基 金 財 産 

3つの会計以外でお金の出入りがあるものだよ 

市の財政の詳細は、ホームページでもご覧になれます。 

民間企業のように、利用料金 
などの収益で運営する会計 

●収益的収支の状況 ●資金の状況 

60億円の資金残 
赤字の累計額171億円 

230億円 収入 228億円 支出 

差し引き 2億円 

●収益的収支の状況 ●資金の状況 

5億円の資金不足 
赤字の累計額3,264億円 

459億円 収入 415億円 支出 

差し引き 44億円 

●収益的収支の状況 ●資金の状況 

87億円の資金残 426億円 収入 359億円 支出 

差し引き 67億円 

●収益的収支の状況 ●資金の状況 

6億円の資金残 
赤字の累計額1億円 

13.0億円 収入 13.3億円 支出 

差し引き ー0.3億円 

●収益的収支の状況 ●資金の状況 

13億円の資金残 
赤字の累計額57億円 

19億円 収入 23億円 支出 

差し引き ー4億円 

●収益的収支の状況 ●資金の状況 

58億円の資金残 
赤字の累計額270億円 

413億円 収入 406億円 支出 

差し引き 7億円 

札幌市の財政 


